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第１章 計画の基本的な考え方 

１． 計画策定の目的 

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想 

像力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くこ 

とのできないものです。 

 国の「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」（第４次）では、情報通

信手段の普及・多様化により、インターネットを利用する子どもが増加し、こう

した生活環境の変化が子どもの読書活動にも影響を与えている可能性が指摘さ

れています。 

 こうした状況のもと、子どもが発達状態に応じた読書機会が得られ、自主的に

読書に親しむ習慣が身に付けられるよう、家庭・地域・学校などが連携して、子

どもの読書活動を推進していくことが重要です。 

 国においては、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成１３年法律第１

５４号）に基づき、平成３０年４月、「子供の読書活動の推進に関する基本的な

計画」（第４次）を策定し、埼玉県では平成３１年３月、「埼玉県子供読書活動推

進計画」（第４次）を策定しました。 

 本市では、国と埼玉県の動きを踏まえるとともに、子ども読書活動にかかる施

策を総合的に推進するために、市全般の指針となる計画「第６次幸手市総合振興

計画」及び教育行政分野における計画「第２次幸手市教育大綱」との整合性を図

りながら、「幸手市子ども読書活動推進計画」を策定し、子どもの読書活動の充

実と環境の整備に努めてまいります。 

 

２． 計画の位置づけ 

 この計画は、家庭・地域・学校などの関係機関や民間団体等が連携・協力し、

幸手市の子どもの自主的な読書活動の推進に取り組むものです。 

 また、「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づく市町村計画です。 
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            《計画の関連図》 

 

【国】読書活動推進計画 

    

 子供の読書活動の推進に関する 

基本的な計画 

 

                  

【県】読書活動推進計画      【市】上位計画 

 

埼玉県子供読書活動推進計画     第６次幸手市総合振興計画 

                    

第２次幸手市教育大綱 

     

 

        【市】読書活動推進計画 

           

         幸手市子ども読書活動推進計画 

 

 

３． 計画の対象 

 本計画で対象となる「子ども」の年齢を「子どもの読書活動の推進に関する法

律」第２条に基づき、おおむね０歳から１８歳以下とします。 

 

４． 計画の期間 

 計画期間は、令和４年度から令和８年度までの５年間とします。 

 

５． 計画の基本目標       

（１）家庭・地域・学校等における子どもが読書に親しむ機会の充実 

子どもが読書の習慣を身に付けるには、家庭・地域・学校等が連携して社 

会全体で読書活動を支援することが必要です。関係者が協力しながら、読書機 

会の提供・充実に努めます。 
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（２）子ども読書活動を推進するための環境の整備・充実 

子ども読書の楽しさを知り、読書を楽しむために、発達段階に応じて、本・ 

施設・設備や人的環境の整備・充実に努めます。 

 

（３）子ども読書活動の普及・啓発    

子どもの自主的な読書活動を推進するためには、身近な大人が読書に興 

味・関心を持つことや、社会全体で読書活動を推進する機運を高めることが 

重要です。子どもの読書活動の意義や重要性について理解を深めるため、啓 

発や広報に努めます。 
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第２章 読書活動の推進に向けた取組 

【基本目標 1】 

家庭・地域・学校等における子どもが読書に親しむ機会の充実 

 

《推進方策１－１》家庭・図書館・地域における子どもの読書活動の支援 

 

【現状】 

本市では、平成１５年度からブックスタート事業を、平成２８年度からセカン

ドブックスタート事業（後述）を開始し、子育て支援と共に乳幼児期からすべて

の子どもが絵本に出会う環境づくりと保護者に子どもの読書に対する関心を高

める機会を整えてきました。 

また、ボランティア団体等による図書館、保育所などでの活発な読み聞かせ活

動を行っています。 

小中学生を対象とした「読書活動についてのアンケート調査」（以下「アンケ

ート調査」※資料参照）によると、読書が「好き」と答えた子どものうち、親か

ら本を読んでもらったことが「ある」と答えた子どもの割合は小学生６９％、中

学生６０％となっており、家庭での読み聞かせが子どもの読書活動に影響を与

えていることがわかります。 

 

【施策の方向性】 

 子どもが読書習慣を身に付けるには、乳幼児期から日常的に本と親しむこと

がとても大切です。そのためには、保護者や周囲の大人が読書の重要性を理解し、

関わっていくことが必要です。特に家庭では、保護者の子どもの読書への関わり

方が子どもの読書活動へ影響を与えると言われています。また、乳幼児期は、大

人の子どもへの語りかけや、絵本の読み聞かせなどによって親子のきずなが深

まり、本と親しむことによって、子ども読書活動の基礎がつくられていきます。 

幸手市では、「良い本との出会い」の機会を継続的につくること、また大人が

子どもとともに読書を楽しもうとする姿勢や雰囲気づくりを推進します。 
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【具体的な施策】 

１ 家庭における子どもの読書活動の支援 

（１）ブックスタート事業 

毎月行われる４か月児健康検診終了後、図書館職員が絵本の読み聞かせや 

絵本を配布することにより、子育て支援とともに乳幼児期からすべての子ど

もが絵本に出会う環境づくりと保護者に読書に対する関心を高める機会を

提供します。 

 

（２）セカンドブックスタート事業 

早い段階から読書の習慣を身に付けてもらうために小学校１年生に対し、 

図書館職員が選書した本の提示や希望書の配布を行い、学校図書館や図書 

館での読書活動を促進します。 

 

２  図書館における子どもの読書活動の推進 

（１）読書通帳 

セカンドブックスタートにあわせ「読書通帳」を配布し、通帳記帳が満了 

した際に記念品を贈呈することにより、本をたくさん読むという満足感と、 

さらに多くの分野に興味を持つことを促進します。 

 

（２）児童向け講座 

大学の教員等の外部講師や図書館スタッフが講師となり児童に興味のあ

ると思われるイベントや工作会を行う等の「児童向け講座」を実施すること 

により、図書館の図書を利用しながら、知見を広げることや色々なことを調 

べる楽しさを理解してもらうことにより、読書活動を促進します。 

 

（３）おはなし会 

ボランティアによる絵本・紙芝居、昔話などの読み聞かせを定期的に実施 

することにより、絵本や紙芝居に親しむことや子どもの読書意欲向上と併せ 

て親の読書意欲の向上と図書資料の利用促進を図ります。 

図書館、香日向分館のほか、公民館にておはなし会を開催し、子どもや親 

子が参加しやすい環境を設定します。 

 

（４）ボランティアスキルアップ講座 

ボランティアが絵本等の読み聞かせに必要な知識・技術・選書を再度学ぶ

ため、「ボランティアスキルアップ講座」を実施し、魅力あるおはなし会の
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実施に向けた人材の育成を行います。 

 

３ 地域における子どもの読書活動の推進 

（１）子育て支援センターの取組 

就学前の子どもや保護者の方を対象に、ボランティアによる絵本と紙芝居 

の紹介や読み聞かせを実施することにより、親子での関わりを深め、想像力 

を豊かにし、コミュニケーション能力を育みます。 

 

（２）児童館の取組 

就学前の子どもや保護者の方を対象に、ボランティアによる絵本の読み聞 

かせや紙芝居、人形を使ったおはなしなどを行うイベントを実施することに 

より、親子で絵本や紙芝居に親しむ機会を提供します。 
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《推進方策１－２》学校等における子どもの読書活動推進 

 

【現状】 

アンケート調査によると本市の本が好きな子どもの割合は、小学生５２％（埼

玉県平均：４３．９％）、中学生４０％（埼玉県平均：４１．７％）で、小学生

は埼玉県平均より高く、中学生は埼玉県平均と同程度でした。（埼玉県の数値：

令和元年度全国学力調査状況調査より） 

本をよく読む子どもの割合は、小学生６３％、中学生は２６％となっておりま

す。また、本をよく読む理由としては、小学生では「楽しいから」「勉強になる

から」が、中学生では「楽しいから」「感動するから」が高い割合となっており

ます。 

現在、本市の小学校では、子どもの読書習慣の形成や読書意欲向上のため、始

業前の読書を実施しております。 

 

【施策の方向性】 

 子どもが生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成していく上

で、学校等はかけがえのない大きな役割を担っています。学校等においては、す

べての子どもが自由に読書を楽しみ、読書の幅を広げていくことができるよう

に適切な支援を行うとともに、そのための環境を整備することが大切です。その

際、子どもの読書の量を増やすことのみならず、読書の質をも高めることが求め

られます。 

このため、学校等においては、子どもの成長段階に応じた読書の楽しさを指導

するとともに、計画的・継続的な読書活動を推進します。 

 

【具体的な施策】 

１ 学校等における取組 

（１）小学校・中学校における取組 

ア 読書年間指導計画や図書館運営計画の作成 

学校図書館を計画的に活用するため、全小・中学校で読書年間指導計画や

学校図書館運営計画を作成し、図書主任を中心として、全教職員が共通理解

のもと連携・協力して子どもの読書指導を進めます。 

 

イ 「朝読書」や「読み聞かせ」など、読書機会の設定 

始業前の時間に読書や、ボランティアの方の読み聞かせを実施し、読書に

親しむ時間を設け、読書習慣が身に付くよう促します。 
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ウ 図書委員会の活動 

読書についてのアンケートや掲示物作り等を行います。新聞等での周知

や、集会の時間を使った読み聞かせや本紹介をします。 

 

２ 保育所における取組 

（１）読み聞かせやおはなし会の実施 

ボランティアや図書館と連携し、日々の保育の中で、年齢・発達段階や季

節・行事に応じた紙芝居や絵本の読み聞かせを実施し、絵本に親しむ機会の

充実を図り、子どもの絵本への興味・関心を促します。 
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【基本目標 ２】 

子ども読書活動を推進するための環境の整備・充実 

 

《推進方策２－１》図書館の整備・充実 

 

【現状】 

図書館（香日向分館を含む｡）における、子ども（０歳から１８歳）の年間延

べ利用者数は、令和２年度は３，１４８人で、令和元年度の７，３９９人に比べ、

４，２５１人減少となっています。令和２年度は新型コロナウィルス感染拡大防

止対策として臨時閉館をしていたことも大きく影響していますが、子どもの人

数が減っていることが要因となり、利用者が少なくなってきているものと考え

られます。（０歳～１８歳の人口は、令和３年３月３１日現在、６，５４３人。

令和２年３月３１日現在６，７５１人。※幸手市住民基本台帳より） 

アンケート調査によると、図書館に月に１回以上行くと答えた子どもの割合

は、小学生２２％、中学生７％でした。また、図書館にほとんど行かないと答え

た小学生は４８％、中学生は６５％でした。 

１人当たりの来館回数は、令和２年度は１．４回、令和元年度の２．７回と比

較しますと大幅に減少しています。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外

出を控えた人が増えたことが原因と考えられます。 

 

【施策の方向性】 

子どもが読書の大切さを知り習慣化していくためには、まず、子どもが読書活

動をする図書館などにおいて、子どもの幅広い興味に応える本を数多く準備す

ることや工夫を凝らしたサービスを展開して遊びや学びの中で楽しく本に親し

む機会を提供していくことが大切です。 

 このため、図書館では、子どものより良い読書環境づくりを推進し、図書資料

や設備の整備及び機能の充実を図ります。 

 

【具体的な取組】 

１ 児童図書の充実 

絵本や紙芝居、児童書の新刊購入や買換え等を行い、児童図書の蔵書内容の 

充実を図ります。 
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２ 公民館の整備・充実 

  西公民館、北公民館、南公民館、東公民館に設置している公民館図書コーナ 

ーでは、児童図書のレイアウトや展示を工夫し、子どもや親子が利用しやすい 

環境づくりを行います。 

また、おはなし会を公民館にて開催し、公民館図書コーナーの利用促進を図 

ります。 

 

３ 配慮や支援を必要とする子どもの図書の充実 

布絵本や点字絵本などの収集や外国語絵本の貸し出しを行うことにより、  

多様な利用者が利用できる図書の充実を図ります。 

 

４ 図書館子どもホームページの開設 

図書館のホームページ上に子どもが親しみやすいページを開設し、利用案 

内、図書館の行事、新着本の紹介等を掲載して、子どもが家や学校などからで 

も本について調べることができる環境づくりを行います。 
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《推進方策２－２》学校図書館の整備・充実 

  

【現状】 

アンケート調査によると、図書館にも学校の図書館にもほとんど行かないと

答えた子どもの割合は、小学生９％（埼玉県平均：３０．１％）、中学生３２％

（埼玉県平均：５５．１％）となっており、小学生、中学生ともに埼玉県の平

均より低い傾向にあります。 

また、小学生に比べ中学生は、図書館を含め学校図書館の利用がかなり少な

い傾向が見られました。学年が進むにつれ、勉強・部活動・趣味等で読書にか

ける時間が少なくなり、読書離れが進むことから、図書館の利用が少なくなる

と考えられます。 

 

【施策の方向性】 

学校図書館は、学びの場であるとともに、休み時間や放課後に好きな本を選

び自分のペースで読んだり、興味があることを調べたりするなど自由な読書活

動の場として重要な役割を果たしています。 

子どもが読書を通じて豊かな感性や知性を伸ばしていくためには、子どもの

様々な興味や関心に応えられるよう、図書資料の充実が必要です。 

今後も、多くの子どもの利用を促進する学校図書館の読書環境整備に努めて

まいります。 

 

【具体的な取組】 

１ 学校図書館の整備・充実 

（１）学年本棚の設置 

古くなった本を学級に下ろすだけでなく、国語の教科書に載っている本 

や新書を学年の本棚（廊下）に置き、いつでも手に取りやすい環境を整え 

発達段階にあった、より多くの本に出会う機会の充実を図ります。 

 

（２）特設コーナーの設置  

図書館協力員により、季節ごとの行事に関した本の収集、感想文の紹介 

等、時期に合わせたコーナーを設置し、視覚的に読書意欲の向上を図りま 

す。 
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【基本目標 ３】  

子ども読書活動を推進するための普及・啓発 

 

《推進方策３－１》図書館・学校・保育所における普及・啓発 

 

【現状】 

図書館では、子どもの読書活動を啓発するため、児童書コーナーに「新着図書

案内」の設置、毎月「広報さって」に行事案内の掲載、図書館のホームページ内

におすすめ本及び新着本を、「キッズへのおすすめページ」に図書館の行事等を

掲載し、図書館において読書活動の情報提供を実施しています。 

 

【施策の方向性】 

子どもの読書活動に関わる学校、図書館などの関係機関や地域ボランティア

等が実施する事業や行事の情報を可能な限り収集し、子どもや保護者に提供す

ることで図書館の利用や読書関連イベントへの参加拡大を図ることが大切です。 

 読書に関する啓発については、ホームページ等を活用し様々な機会に情報を

提供できるよう努めます。子どもだけでなく、保護者に対しても読書についての

理解が深められるような工夫や取組が必要で、市民みんなで子どもの読書活動

を支えるという意識を持ってもらえるよう広く情報を発信していきます。 

 

【具体的な取組】 

１ 地域等における情報提供及び啓発 

（１）図書館における情報提供及び啓発 

ア ブックスタート事業 

乳幼児健診の実施に合わせて、絵本の配布、図書館職員のおすすめの本や

おはなし会の案内、子どもの読書に関する情報の提供等、読書活動の普及・

啓発を進めます。 

 

イ セカンドブック事業 

小学校１年生に対し、司書が選書した本を提示し、希望図書の配布をし、

読書活動の普及・啓発を進めます。 

 

ウ 「図書館だより」、広報紙、ホームページ等において 

「図書館だより」の内容の工夫と充実に努めるとともに、広報紙、ホーム
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ページを利用して読み聞かせの開催情報をはじめ、図書館行事や他団体主

催の行事の情報発信を行い、子どもの読書活動推進について普及・啓発を

行います。 

 

エ 講演会や講座などにおいて 

読書の楽しさなどをテーマにした講演会や講座などを通して読書の楽し

さや大切さを広く市民に伝えます。 

 

オ 展示において 

赤ちゃん絵本の紹介や夏休みに小中学生に薦める本等の展示を行い、子ど

もがいろいろな本を手に取り見られるような環境を作ります。 

 

カ 図書館見学、職場体験などの積極的受け入れ 

小中学校が行っている図書館見学、職場体験等を積極的に受け入れ、図書

館をより身近に感じてもらえるよう努めます。 

 

２ 学校等の情報発信及び普及・啓発  

（１）学校における情報発信及び普及・啓発 

ア 国語科との連携 

ポスターの掲示やプリントの配布により、読書や作文等の意義や重要性に

ついて理解を深めるよう啓発を行います。今後は、国語科だけでなく、他教

科、他領域との連携を図りより一層理解を深めるよう努めます。 

 

イ 読書月間 

生活目標「本をたくさん読もう」と合わせてイベントを実施し、読書への

関心や理解を深め、子どもの読書環境の向上や家庭での読書「家読」（うち

どく）の重要性について周知を図ります。 

 

ウ 家読 

保護者の方々と一緒に本を読む機会を設けてもらうため、学期に１回程度

家読プリントを配布し、実施を促し、家庭における読書の大切さについての

啓発を行います。 

 

（２）保育所における普及・啓発 

    毎月配布する「保育所だより」を通して絵本の紹介等を行い、保護者に読 

み聞かせの大切さや幼児期における子どもの読書活動の大切さを伝えます。  
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資料１ 子どもの読書活動の推進に関する法律 

 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに

国及び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推

進に関する必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する

施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資すること

を目的とする。 

 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、

子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、

人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものである

ことにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主

的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進

されなければならない。 

 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子ど

もの読書活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有す

る。 

 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地

域の実情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施す

る責務を有する。 

 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子

どもの読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提

供に努めるものとする。 

 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動

の習慣化に積極的な役割を果たすものとする。 
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（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑

に実施されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化

その他必要な体制の整備に努めるものとする。 

 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども

読書活動推進基本計画」という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを

国会に報告するとともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該

都道府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県に

おける子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子

ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画

が策定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読

書活動推進計画）を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動

の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関す

る施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策

定するよう努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ど

も読書活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活

動推進計画の変更について準用する。 

 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとと

もに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設

ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施す

るよう努めなければならない。 
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（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実

施するため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附則 この法律は、公布の日から施行する。 

 

〇 衆議院文部科学委員会における附帯決議 

政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。 

一 本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて

環境を整備していくものであり、行政が不当に干渉することのないようにする

こと。 

二 民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読

書活動の推進に関する施策の確立とその具体化に努めること。 

三 子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむこ

とができる環境づくりのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めるこ

と。 

四 学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を尊

重すること。 

五 子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自

主的判断に基づき提供に努めるようにすること。 

六 国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業へ

の子どもの参加については、その自主性を尊重すること。 
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資料２ 幸手市子ども読書活動推進計画策定に向けたアンケート 

調査結果 

 

 〇目  的  

幸手市子ども読書活動推進計画を策定するにあたり、幸手市内小中学校の 

子どもの読書活動の現状を把握するため。 

 

 〇調査期間 

  令和２年９月２日から令和２年９月１８日まで 

 

 〇対  象 

  幸手市内の小中学校１２校に通う 

  小学２年生全員、小学５年生全員、中学２年生全員 

 

 〇アンケート調査方法 

  各学級においてアンケート用紙を配布、回収 

・配布対象者数 １，０９４名（令和２年９月１日現在） 

・回収枚数   １，０３０枚（回収率：９４．１％） 
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〇アンケート調査結果 

問１ 本は好きですか。（あてはまる番号 ひとつに〇をつけてください。） 
    小学生 中学生 

① 好き ５２％ ４０％ 

② どちらかといえば好き ３４％ ３８％ 

③ どちらかといえばきらい ８％ １５％ 

④ きらい ５％ ５％ 
 無回答 ０％ １％ 
 合計 １００％ １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 本は読みますか。（あてはまる番号ひとつに〇をつけてください。） 

    小学生 中学生 

① よく読む ６３％ ２６％ 

② どちらかといえば読む ２９％ ４１％ 

③ どちらかといえば読まない ６％ ２７％ 

④ 全く読まない ２％ ６％ 

 無回答 ０％ ０％ 

 合計 １００％ １００％ 

 

  

小学生

中学生

63%

26%

29%

41%

6%

27%

2%

6%

よく読む どちらかといえば読む どちらかといえば読まない 全く読まない

小学生

中学生

52%

40%

34%

38%

8%

15%

5%

5%

好き どちらかといえば好き どちらかといえばきらい きらい
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問３ 本をよく読む（どちらかといえば読む）理由は何ですか。 

  （あてはまる番号すべてに〇をつけてください。） 

 

 

【自由回答】 

（小学生） 

・楽しくなるから ・共感する ・いろんな本があるから楽しい ・いろんな

ことがわかるから ・おもしろいから ・おもしろい漢字がわかるから ・ゲ

ームするより好き ・漢字がおぼえられるから ・表紙がかわいくて、お話の

内容も好きだから ・いろんなお話を知りたいから ・自分が好きな本を見つ

けたいから ・本を読むとワクワクするから ・ながっくんバッチをもらいた

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

中学生

25%

23%

18%

14%

24%

13%

9%

18%

3%

3%

14%

25%

5%

4%

楽しいから。 いろんな言葉がわかるから。

勉強になるから。 感動するから。

親や先生にすすめられるから。 ひまつぶしになるから。

その他（ ）

    小学生 中学生 

① 楽しいから。 ２５％ ２３％ 

② いろんな言葉がわかるから。 １８％ １４％ 

③ 勉強になるから。 ２４％ １３％ 

④ 感動するから。 ９％ １８％ 

⑤ 親や先生にすすめられるから。 ３％ ３％ 

⑥ ひまつぶしになるから。 １４％ ２５％ 

⑦ その他 ５％ ４％ 

 無回答 ０％ ０％ 

 合計 １００％ １００％ 
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いから ・本を読んでいると楽しいから ・楽しいから ・シリーズ物が好き

だから ・本を読むとストレス解消になるから ・本の世界に入り込めるか

ら ・いつでもなんとなく脳が本を求めているから ・読んでいるうちにだん

だんお話に入ってしまうから ・本へ入っているみたいだから ・楽しい気持

ちになるから ・本を読むと登場人物の気持ちがわかるから ・好きだか

ら ・どきどきハラハラ ・絵の練習になるから ・好きな本があるから  

・読書記録カードをコンプリートしたいから ・いろいろなことがわかるか

ら ・知らないことがわかるから ・いろいろなジャンルを見ている ・面白

く楽しいから ・好きなアニメ（コナン）の小説が面白いから ・絵が描いて

ある本が多いから 

 

（中学生） 

・興味のある本がいっぱいあるから ・読み進めるとおもしろいから ・本を

読む時間が指定されているから ・おもしろいから ・おもしろい、興味がわ

く ・理由はない ・本は自己形成にとても大切だと思うから ・好きなアー

ティストが出ている時もあるから ・おもしろい ・好きな作家者さんがいる

から ・好きなアニメが小説になるから ・読んだ本の続きが気になるから  

・毎朝学校で読むから ・ドキドキワクワクするから ・将来のためになるか

ら ・目指しているものがあるから 
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問４ 本を読まない（どちらかといえば読まない）理由はなんですか。 

  （あてはまる番号すべてに〇をつけてください。） 

 
    小学生 中学生 

① 本を読むのがきらいだから。 １９％ ２６％ 

② どんな本をえらんだらいいかわからないから。 ２０％ １７％ 

③ 図書館に行かないから。 １７％ １９％ 

④ 
ゲームやテレビなど、ほかに楽しむものがあるか

ら。 
３０％ ３０％ 

⑤ その他（      ） １４％ ６％ 
 無回答 ０％ １％ 
 合計 １００％ １００％ 

 

【自由回答】 

（小学生） 

・読むのがめんどうくさい ・よくわからないからです ・ティックトックが

見たいのと習い事があるから ・外で遊んでいることが多いから ・図書館に

行って借りて返すのが面倒くさいから ・つまらないし好きじゃない ・習い

事などで忙しくて読む時間がない ・読み続けても飽きるから ・途中であき

るから ・読む時間がない 

 

 

小学生

中学生

19%

26%

20%

17%

17%

19%

30%

30%

14%

6%

本を読むのがきらいだから。

どんな本をえらんだらいいかわからないから。

図書館に行かないから。

ゲームやテレビなど、ほかに楽しむものがあるから。

その他（ ）
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（中学生） 

・読もうと思っても時間がない ・活字が苦手だから ・読む暇がない ・漫

画しか読まない ・時間がないから  ・読んでいてもすぐ飽きてしまう  

・時間を作らない 
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問５ １か月に何冊くらい本を読みますか。 

  （あてはまる番号ひとつに〇をつけてください。） 
    小学生 中学生 

①  １～３冊 ２９％ ７４％ 

②  ４～６冊 ２５％ １６％ 

③  ７～９冊 １６％ ５％ 

④  １０冊～ ２９％ ５％ 

  無回答 １％ １％ 

  合計 １００％ １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ １日にどのくらい本を読みますか。 

  （あてはまる番号ひとつに〇をつけてください。） 
    小学生 中学生 

① 読まない １２％ １６％ 

② ５分～２９分 ５６％ ６０％ 

③ ３０分～５９分 ２２％ １８％ 

④ ６０分～ ９％ ５％ 

  無回答 １％ １％ 

  合計 １００％ １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生

中学生

29%

74%

25%

16%

16%

5%

29%

5%

１～３冊 ４～６冊 ７～９冊 １０冊～

小学生

中学生

12%

16%

56%

60%

22%

18%

9%

5%

読まない ５分～２９分 ３０分～５９分 ６０分～
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問７ 今まで、親に本を読んでもらったことがありますか。 

  （あてはまる番号ひとつに〇をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    小学生 中学生 

①  ある ６７％ ５４％ 

②  ない １６％ １０％ 

③ 覚えていない １７％ ３５％ 
 無回答 ０％ １％ 
 合計 １００％ １００％ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

中学生

67%

54%

16%

10%

17%

35%

ある ない 覚えていない
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問８ 市の図書館には行きますか。 

  （あてはまる番号ひとつに〇をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

  

小学生

中学生

48%

65%

14%

11%

7%

9%

8%

7%

6%

4%

10%

3%

5%

0%

1%

0%

ほとんど行かない 年に１回 半年に１回 ３か月に１回

１か月に１回 １か月に２～３回 毎週 ほとんど毎日

    小学生 中学生 

① ほとんど行かない ４８％ ６５％ 

② 年に１回 １４％ １１％ 

③ 半年に１回 ７％ ９％ 

④ ３か月に１回 ８％ ７％ 

⑤ １か月に１回 ６％ ４％ 

⑥ １か月に２～３回 １０％ ３％ 

⑦ 毎週 ５％ ０％ 

⑧ ほとんど毎日 １％ ０％ 
 無回答 ０％ １％ 
 合計 １００％ １００％ 
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問８－１ 問８で①と答えた理由 

    小学生 中学生 

① 本を読みたくない ８％ ９％ 

③  図書館が遠い ２４％ ２２％ 

④  本の借り方がわからない ６％ ２％ 

④ 家に本がある ２９％ ３４％ 

⑤ 友達に借りる １％ ２％ 

⑥ 時間がない ２８％ ２８％ 

  無回答 ５％ ２％ 

  合計 １００％ １００％ 

 

 

小学生

中学生

8%

9%

24%

22%

6%

2%

29%

34%

1%

2%

28%

28%

本を読みたくない 図書館が遠い 本の借り方がわからない

家に本がある 友達に借りる 時間がない
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問９ 学校の図書室には行きますか。 

  （あてはまる番号ひとつに〇をつけてください。） 

 
    小学生 中学生 

① ほとんど行かない ９％ ４２％ 

② 年に１回 ２％ ７％ 

③ 半年に１回 ６％ ８％ 

④ ３か月に１回 ７％ ９％ 

⑤ １か月に１回 ７％ ８％ 

⑥ １か月に２～３回 １６％ １１％ 

⑦ 毎週 ４２％ １１％ 

⑧ ほとんど毎日 ９％ ４％ 

  無回答 ２％ ２％ 

  合計 １００％ １００％ 

 

 

  

小学生

中学生

9%

42%

2%

7%

6%

8%

7%

9%

7%

8%

16%

11%

42%

11%

9%

4%

ほとんど行かない 年に１回 半年に１回 ３か月に１回

１か月に１回 １か月に２～３回 毎週 ほとんど毎日
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問９－１ 問９で①と答えた理由 
    小学生 中学生 

① 本を読みたくない ７％ ３％ 

② 読みたい本がない ３４％ ４７％ 

③ 他の遊びをしたい ４６％ ４１％ 

④ 習い事や塾などがある ９％ ５％ 
 無回答 ４％ ３％ 
 合計 １００％ １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生

中学生

7%

3%

34%

47%

46%

41%

9%

5%

本を読みたくない 読みたい本がない 他の遊びをしたい 習い事や塾などがある
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参考１ 本が好きな人で、親に本を読んでもらったことがある子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考２ 学校の図書館にも市立図書館にもほとんど行かない子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生 中学生 

６９％ ６０％ 

小学生 中学生 

９％ ３２％ 

54% 56% 58% 60% 62% 64% 66% 68% 70%

小学生

中学生

69%

60%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

小学生

中学生

9%

32%
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資料３ 幸手市子ども読書活動推進計画策定スケジュール 

 

年月日 会議名等 内容等 

令和２年９月２日～ 

９月１８日 

 幸手市子ども読書活動

推進計画策定に向けた

アンケート調査の実施 

（小・中学校１２校） 

令和２年１１月２７日 令和２年度図書館協議会

（第１回） 

幸手市子ども読書活動

推進計画の進捗状況に

ついて 

令和２年３月 令和２年度図書館協議会

（第２回） 

新型コロナウイルス感

染拡大防止のため中止 

令和３年９月２７日 令和３年度図書館協議会

（第１回） 

幸手市子ども読書活動

推進計画（原案）の審

議 

令和３年１２月６日 令和３年度図書館協議会

（第２回） 

幸手市子ども読書活動

推進計画（原案）の審

議 

令和４年２月８日 教育委員会定例会 幸手市子ども読書推進

計画の議案提出 
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資料４ 幸手市図書館協議会委員名簿 

 

№ 氏  名 選出基準 備  考 

１ 森   祥 一 学校教育関係 令和２年８月２７日から

令和３年３月３１日まで 

１ 島 方 勝 弘 〃 令和３年４月１日から 

２ 大須賀 健 太 〃  

３ 望 月 光 子 家庭教育関係  

４ 小野寺 るり子 社会教育関係 ◎議長 

５ 宮 澤 大 地 〃 〇副議長 

６ 成 田 総 子 〃  

７ 金 子 圭 子 〃  

８ 山 口 紀 子 学識経験関係  

９ 中 山 善 廣 〃  

10 山 本 耕 司 〃  

 

任期 令和２年８月２７日から令和４年８月２６日まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


